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砂糖の精製に関する研究 (XX)

原料糖並びに精製糖工場廃糖蜜の二三の不純物に就て

河本正彦・前田直彦・藤井聡

Research on the Sugar Refining . CXX) 

On the impurities of raw sugars and refinery final molasses巴S

Masahiko KOMOTO， Tadahiko MAEDA & Satoshi FUJlI 

原料糖精製工程において現在の所，廃覇者獲即ち経済的 合むがアコニット酸含量が他の八種に比し著しく少い.

にもはや薦糖の回収が不可能な，不純物を多く含んだ濃 1又，灰分組成を検討すると主主酸，苦土，硫酸，燐酸が廃

厚糖液の副生することは避けることがでまない.現在わ

が国における廃糖蜜の産額は4-5万トシと考えられる.

その大部分は醗酵工業の原料として消饗されている.精

製糖工場廃蜜は尚60;%前後の糖質を含んでいるが，波過

性が極めて不良である.多量の無機及び有機不純物が含

まれているが，その性状は未だ充分究明されていないの

が実情である.

著者等は廃糖蜜利用の基礎的研究として，各種不純物

の検索及び各種不純物の種々の処理法に対する振鉾を検

討している.今回は主として隣糖蜜稀釈時並びにアルコ

ール添加時に生ずる沈澱物について得た知見を報告す

る.尚，比較のために原料糖について廃蜜と問機の実験

を行った.

本研究を行うに当り終始御指導を賜った浜口栄次郎先

生に深芸の謝意を表する.

実験及び芳察

J)供試原料椅及び廃糖蜜の組成

慣行法により試料の分析を行った.その結果は第一表，

第二表及び第三表に示される.

，一般に原料糖の漉過性を支配するものは，含有される

多糖類，或は佳酸塩類，或は苦土類である等種々の説が

あるが確定的なものは未だない.第一表を検討するに，

漉過性が惑いとされる台湾糖は案外にアノレコグノレ含量が・

少し苦土含量もキューパ糖と同程度である.注目すべ・

き点は台湾糖の珪酸含量が著しく高いことである.第二4・

表及び第三表は圏内各精糖工場より得た九種類の廃糖蜜

民ついて得た結果を示している.試料Cは洗糖蜜に対し

炭酸法を施行した工場に於て産出されたものであり，他

の八種のものとこ三の点で著しい相違を示している.即

ち，非敵陣性還元性物質 (glucoseとして計算)を多く

櫨蜜Cの場合に若し〈少くなる.

l[) 廃糖蜜稀釈により得られる沈澱物

際糖蜜は限酵原料その他の用途に利用される時は，予

め稀釈されて所定の滋皮に調整されるのが普通である.

この時稀釈の方法或は程度に従って種々の量の涜澱が生

じて来る.沈澱物は主として無機物であるが，概ね本来

水に不溶性の塩類から成っている.然し局部的に過度の

稀釈が起らないように注意深く所定量の水を滴下する時

Tabl巴 1. Compositiロnof Raw Sllgars 
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【註〉 本論文の一部は昭和32年度及び昭和33年度日本農芸化学年次大会にて誇演した.
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Tabl巴 2. Composition ofFinal M口lasseses

¥¥¥竺竺sesl B C D 日 F G H I 

Solid 80仰 88.7同… 8290%1885似……出 87.50μ 

App. purity 33.99 I 33.97 I 40.79 I 39.81 35.31 I 33.72 I 36.13 I 36.04 34.86 

Red. sugar 19.59 14.29 17.63 17.06 17.63 18.84 15.56 14.29 14.69 

Ash 12.11 11.29 11.12 7.96 10.85 10.00 10.87 10.84 10.74 

Unfermentab¥e 
1.19 3.16 2.18 1. 74 1. 95 2.12 0.85 1.45 red. subst. 

見

Aconi tic acid 1.17 2.07 0.70 1.47 1.71 3.07 2.00 1.80 

Total nitrogen 0.39 0.42 0.40 0.30 0.42 0.37 0.32 0.46 0.36 

Amino-ni t rogen 0.12 0.07 0.06 0.07 0.09 0.08 0.06 0.08 0.07 

Crude 5.24 13.43 6.53 5.65 6.72 5.44 7.56 6.05 7.14 coloring matter 

Tabl巴 3. Composition of Ash of Fina¥ Mo¥asseses 

\~一旦竺~I B C D j阻 F G H 

Si02 3.72〆 4.83% 1.24μ 3.11ア百{ 4.13〆 3.56% 5.95μ 5.09μ 4.92% 

CaO 10.31 12.10 19.82 7.31 17.58 18.37 13.20 12.40 13.87 

MgO 5.95 6.86 3.76 4.16 7.39 5.45 5.45 6.17 6.45 

Fe203 5.64 4.04 2.16 3.92 3.56 3.67 2.13 2.82 1.65 

Na20 1.92 1.87 1.91 2.99 1.90 2.07 1. 99 2.05 3.20 
r 

K20 37.22 35.17 32.48 38.33 31.14 34.69 39.48 36.88 29.48 

S03 15.71 12.78 9.31 12.01 12.09 11.69 12.74 17.18 13.61 

Cl 18.08 12.70 10.16 17.52 15.21 4.34 12.17 12.16 15.75 

P205 0.17 0.18 0.09 0.13 0.18 0.17 0.15 0.16 0.15 
」

Table 4. Sediments from Sev巴ral:FinalMo¥asseses after Dilution withιWater 

\\寸竺~I B C D 

'iield (so¥idjsolid) 1. 95〆 0.59% 0.41% 2.35μ 

主t5h 75.22 55.21 55.47 54.90 

(Si02 16.17 29.87 39.17 30.71 

CaO 12.61 13.95 22.01 9.17 

MgO 0.88 1. 94 0.22 1.85 

Fe203 0.65 2.47 1.07 1.29 

Na20 1.24 0.96 1.37 0.68 

KzO 27.46 19.09 3.66 24.92 

S03 36.85 25.04 27.58 22.32 

Cl 0.62 1.58 0.00 0.94 

0.70 0.09 0.10 0.09 
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2.31μ 3.58;%' 3.05% 2.48メ

54.55 44.48 64.32 50.55 

41.99 18.21 19.61 25.33 

16.75 20.56 12.69 16.82 

2.2o 5.10 1.34 4.44 

1.44 1.02 1.57 2.20 

1.16 0.90 0.85 1.12 

10.19 20.66 26.33 20.66 

18.29 20.50 35.12 20.46 

1.07 1.69 0.57 1.56 
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は， νジゼナイト Ca50.t・ K250.t・ H20の如き複塩が' その溶液 2kg.を激しく撹伴しながら94%エタノーノレ
析出するとともある1) 廃糖蜜清浄にかかる操作を導入 2300ml.を滴下した.エタノール添加後一夜放置して沈

することは興味がある. 澱物を遠心分離(3500r.p.m.)した後.94;五エタノー

著者等は浜口1)の方法に従って廃糖蜜を稀釈して沈澱
Tabl巴 5. 5ediments ..from Several Raw 5ugars 

物を得た.rrpち，廃糖蜜300g.を1000ml.容ピーカーに
by Additi6n of 94% EtOH 

秤取し，激しく撹J干しながら Bx600になるまで計算最

の水を滴下した.24 hrs.静置後，沈澱物を分離し沼、紙 ¥寸竺雪山n1. C伽|…
に包んだものを万力に挟んで糖液を排除した.かくして

得た沈澱物(乾物として〉の廃糖蜜固形分的fする収量 (Yield so1idjso1id) 0.767~ 1.29% 0.42μ 

並びにその分析結果は第四表の如くである.一般に収量 5.55 4.37 4.95 

は2-3%程度であるが，洗糖蜜に炭酸法を施行した工場 Crude protein 5.44 1.44 1.88 
から得た廃糠蜜Cからは0.41%の沈澱物が得られたに過 E zn Crude fat 2.27 1.68 2.91 
ぎない.

更に一定量の廃糖蜜をビーカーに秤取し，それぞれ
ロt Crude fiber 0.45 0.28 0.36 

501uble non-N 56.52 85.19 70.54 Bx600 • 40 0 • 200になるように計算量の水を充分撹伴し

ながら加え.24 hrs.放置後沈澱物を遠心分離 (3500 Ash 35.32 11.45 24.31 

r.p.m.)し乾燥した.Bx600 で生成した沈澱は灰白色で 5i02 15.30 16.37 15.99 

あったが.Bx200で得たものは褐色がかつており粘性が
CaO 21.65 34.88 27.49 

大であった.又，塩類の溶解度の点から当然期待できる
3.20 1.93 4.44 

ことであるが，稀釈度の大なるほど沈澱量は減少して行
MgO 

く.廃糖蜜を利用する時は一挙に稀釈することなし分 Fe20s 10.70 5.89 13.49 

般の可能な濃度に達したならばー互沈澱を分離除去した Na20 1.30 0.75 1.51 

る後，所定の濃度に稀釈するととが望しい訳である. K20 11.80 2.33 7.24 
][) 原料糖液及び廃糖蜜にアノレコールを添加した時に

50s 31.43 2.78 7.12 
得られる沈澱物

0.17 1.81 
Bx500に調製した原料糖水溶液を一旦吸引漉過した後

P20S 0.40 

Tabl巴 6. Sediments from 5everal Final Molasseses by Addition of 94メ EtOH

¥ぐ竺:1 A 1 B C D R F G H I 

Yield (solidjsolid) 9.8〆 11.0;五 9.7% 10.7〆 11.3メ 11.6;泌 9.5メ 9.0メ 10.1メ
Moisture 8.32 7.33 8.65 7.96 9.07 9.08 8.83 9.01 8.60 

zf n crude protein 10.81 10.94 9.63 8.75 12.19 10.63 9.81 12.06 9.13 

Crude fiber 0.47 0.68 0.34 0.65 0.70 0.64 0.67 0.56 0.49 

A 包Crudefat 0.57 0.61 0.31 0.50 0.69 0.51 0.44 0.94 0.46 

bPentosan巴 5.14 一 4.13 6.83 

!Acord山 id 14.88 13.05 13.04 

Ash 37.35 33.89 32.35 41.03 32.25 32.84 37.55 36.66 35.77 

5i02 12.10 14.04 6.80 16.13 23.34 21.04 22.32 21.09 21.30 

CaO 14.21 20.87 33.37 15.70 18.66 8.06 20.73 14.66 21.43 

MgO 8.36 8.67 4.22 5.65 10.82 17.90 5.31 8.68 5.93 

Fe20S 2.01 1.41 1.71 1.98 1.43 1.95 1.47 1.15 1.20 

Na20 1.39 1.03 1.37 4.29 1. 78 1.21 1.33 0.99 1.63 

K20 29.48 21.64 13.52 30.13 14.15 17.48 23‘95 23.57 22.04 

50s 14.31 23.66 14.65 15.16 17.17 19.60 I ~! . 90 

Cl trace I 0.00 trace trac巴 0.00 trace 0.00 

P205 0.33 I 0.34 0.17 0.29 0.34 0.36 0.23 0.39 I .0.35 
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Na20+ K20 

C1 

5102+ 503+1'20，5 
caO+MgCl 

10 

Fe20， 
COトRCOO-

Fig. 1. Changes in Ash Component 

j-cation ....Anion 
A: Original final moasses D 
B: Sediment from D by dilution with water 
C: Sedim巴ntfrom D by addition of 94% EtOH 

ノレにて aーナフトーノレに陰性となるまで洗日擦を繰りかえ

した.これを常温にて減圧乾燥して分析に供した.涜澱

物除去後の糖液の色価は，台湾糖，キューパ糖，イシド

ネνヤ糖についてそれぞれ原料糖の色価の365lム 40μ，
68%となり，着色物質がアルコール添加によりかなり沈

澱，除去されることが判明した.

浜口りの方法に準じてBx600に稀釈して得た沈澱物を

分離除去した廃糖蜜を Bx40。にした後，原料糖について

行ったと同様の処理を行って沈澱物を得た.

これらの沈澱物の分析結果は第五表及び第六表に示さ

才もる.

尚.廃糖蜜，稀釈時沈澱物及びアルコール添加により

生ずる沈澱物の各灰分組成の一例を三角図にて表し第一

図に示した.

In アノレゴーノレ添加により得た沈澱物中の多糖類の検
索

第五表及び第六表に明らかな如し原料糖又は廃糖蜜

からアノレゴ{ノレ添加時に生ずる沈澱物中には50-60%の

可溶性無窒素物が含まれている.これを構成するものの

大半は多糖類であると考えられる.よってその加水分解

生成物について漉紙クロマトによる検討を試みた.

路糖蜜C及びHから分離した沈澱物の水溶液を塩酸濃

度1μとして封管に入れ， 100oC， 5時間30分加水分解を

行った.加水分解に際しヒユーマス状の沈澱物を生じ

た.分解生成物を常温減圧下で濃縮後.波紙クロマトに

より三重展苅を行い，プタール酸アユリシを噴霧，加熱

した結果，何れの試料においても四つのスポットを得

104 

た.これらは.同時に展開したキνロース，アラピノー
ス，ガラク Fース及びグルコースのそれと Rfl[直及び色

調が一致していることを認めた.展開刻としてn-BuOH'

AcOH:H20= 4: 1: 1及びn-BuOH:ピリヂシ:H20=

6: 4: 3の二種類を用いた.

又，廃糖蜜C，H及びIより得たアルコーJレ沈澱物に

ついてフノレフローノレを定量し，ベシトーナシ量を求め

た.その結果は第五表に示されている.セルロース，澱

粉その他のへキソーナシからも 1〆以下のブノレフローJ/.I

を生子るとされている.又，メチルベシトーサシが存在

する場合にはメチルフルフロールを生ずる.メチルプノレ

フロールのフロログノレジドは95メ熱アノレヨーノレで洗日躍す

るとブノレフロールプロログノレνドから分離可能である.
廃糖蜜C，H及びIより得た沈澱物中にはそれぞれ0.43

メ， 0.67〆， 0.65%のメチルペ:/~ーナシの存在するこ

とが判明した.然しながら各沈澱物1.5gを精秤し， 100 

ml.マイエノレに移し.0.5;U'硫酸を加え更に45メ硫酸 10

消を加え pH0.1とする.これをオートクレープ中にて

1500C， 30分加熱した場合の分解液の還元力はグルコー

スとして試料C，H及びIについてそれぞれ 19.99μ，

18.07メ及び 19.35%となる.この分解液を鴻紙クロマ

トにて検言すするにガラクトース，アラピノース，キνロ
ース及び5-オキジメテルフルフローノレ， 少量のグルコ

ースが検出できた.分解液がかなり大きな還元力を有す

るに拘らず，試料中のペシトーナシ量が小さなことから

試料中の多糖類の構成単糖類としてヘキソース特にガ

ラクトースが大きな役割りを有していることが考えら

れる.分解液のクロマトグラム中でアラピノース及びガ

ラクトースに相当するスポットが極めて明瞭である所か

ら，アルコールによる沈澱物中の多糖類はアラポガラク

タシを主体とするものでないかと考えられる.従来，甘

煎糖工場産出物中にはベクテγが常成分として存在して

いるとされる. ベクテシは化学的にはDーガラクトクロ

シ酸が a-1-4結合をしたポリガラクトクロシ酸が主体

であるが，本実験に用いた試料のいづれからもガラクト

クロシ酷を検出することができなかった.故にペクテシ

は存在しないか，存在するとしても極めて微量であると

考える.廃糖蜜からの試料について得たと同様のことが

原料糖からの試料についても得られた.

以上，廃糖蜜及び原料糖中の多糖類について，その構

成単糖類に関する概略の知識を得たが，第七表に示す分

離法2】により多糖類の分別を試みた.この分離法により

得られた各フヲクνヨシの試料に対する重量百分率は第

八表に示される.

各フラクνヨシは1〆塩酸， 100oC，6 hrs.の条件で加
水分解した.加水分解に際して生じたヒユーマスは遠心
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Tab!e 7. Iso!ation2) of Poly吉accharid巴宮 fromSediments (Prepar巴dby Addition of 94%， EtOH to Molasses) 

S巴diment

Fraction 1 

く Extractedby 50%， EtOH， 3 hrs， four times > 

Residue 

く Extractedby water， 30oC， > 
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く Extractedby 0.5;%' ammonium oxalate > 
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Table 8. Ratio of Each Fraction to Sediments 

一--一 Fraction I 
Sediment from -______1 I vr E If V 

Taiwan Raw Sugar 8.88% 10.22% 2.22% 12.50% 28.88;%' .8.88;%' 

Cuban Raw 5.95 26.19 14.28 9.76 9.28 6.19 

Indonesian Raw 7.33 3.33 3.33 21.31 63.31 10.00 

Molasses 1 24.80 28.00 2.80 14.00 12.80 2.01 

分離し，上澄液を常温，減圧下で乾燥し漉紙クロマトを

行った.展開条件，発色方法は前記の方法に従った.そ

の結果は第九表に示される.

'以上を綜合してみると，アルコール沈澱物中の多糖類

は各試料とも非常に性質の接近したもので一種のへミセ

ルロースであると考えられる.一部に言はれる如き澱粉

の存在は認められなかった.

V) pHと廃蜜沈澱量の関係

廃糖蜜の pHの変化によって，存在するコロイドの安

定度も当然変化するものと考えられる.廃糖蜜稀釈によ

って生じる沈澱物を除去したものを:.Bx360 に調製じ，
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Fig. 2. Effect of pH on stability ot final 
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Table 9.. Monosaccharide Componets of Each 

Fraction Isolated by tqe Method as 

Table 7. 

F: Fraction 

.::1 

RaazMzw aorh&HS¥ S回¥一¥¥ 
・AUL也0ロH 同4 3 3 

。

Lc ロe 

包3

G ロU 回U 口
E、+ロ4u ー-aJ 唱・5 悶同目。炉、

〈

Taiwan 4十 +時 + 叫 1-
』同 Cuba 十十 -ft十 + 十時

~ Indonesia 4十 十件 + +件

Molasses 1 +件 +件 + 判十

Taiwan + 叫 + 十十

匝司 Cuba + サ十 + +件

~ Indonesia + 4十

乱l(olasses1 + + + + 

Taiwan 4十 +件 十十 十卜

園 Cuba 十時 十件 4十 十十十

~ Indonesia 4十 サ十 + 4十

Molasses 1 4十 判十 →十 4十

Taiwan 

~ Cuba + 十

与4 Indonesia 一
Molass巴s1 + + 

Taiwan + + 

ー'
Cuba + + 

何 Indonesia + + 

Molasses 1 + + 

Taiwan 一
ロ Cuba 

~ Indonesia 

Molasses 1 

Table 10. Natures of Coloring Matters (A-F) 

Isolated from Final Molasses 

Acetone 

Solubi- AmO・C2H5
lity 

AcO・C2H5

Ether 

n-BuOH 

P.P.T. Ba(OH)2 

by 
Ca(OH)2 

Sa1ting out by 
(NH4)2S04 

Hygros氾opicity

阿可雨戸r
+ 十

十

+ 

州

掛 →十+

|斗工 1-=-FI-=-f= 
1-1-1+1-1叫1-

れて増加する.極端に pHが低いか高いかすると著しく

沈澱量は減少する.

以上は台湾産廃糖蜜について行はれた浜口等の実験結

果めとよく一致するので，廃糖蜜一般に共通した傾向と

考えられる.

百〕 廃糖蜜中の着色物質について

廃糖蜜中の色素は例えば酵母工業等に於ては，製品に

吸着保持されるため有害である.然し色素の分離精製が

困難なためその性状は殆んど不明である.

第二表に粗着色物として示されているものは次の如く

して得られた.即ち， Bx40。に稀釈された廃糖蜜に塩基

性酢酸鉛溶液(酢酸鉛330g.を水500∞.に溶解し，更に

酸化鉛100g.を添加し撹伴しつつ約30分間煮沸せしめた

後放冷して生じた沈澱を鴻去して調製した)をもはや廃

糖蜜から沈澱を生じなくなるまで充分添加する.この沈

澱物をモ-2.1ッνユ反応のなくなるまで充分水洗した

後，約倍量の水に懸淘せしめ硫化水素を通じて脱鉛を行

った.硫化鉛を波別して得た濃褐色の漉液を 40-450C

にて再三水を加え直して減圧濃縮し，これをエーテルに

て連続拍出法でアコニット酸をはじめとする有機酸を除

去した.この残澄を常湿にて減圧乾燥し粗着色物とし

N-HCl或はN-NaOHを加えてpHを任意に定める.これ た.粗着色物中に原廃糖蜜中の約 80%，の色価が移行す

を一夜放置し，生じた沈澱物を遠心分離 (3500r.p.m.) る.粗着色物は酸性で，アノレカリ特にアンモニア水に極

した.廃糖蜜Hより酸性側で得た沈澱は黄褐色，アルカ めて溶け易い.Ca， Ba等の水酸化物によって沈澱を生

日性側で得たものは暗褐色であった.廃糖蜜Cより酸性 ずる.飽和硫安溶液で粗着色物質の有する色価の約80%，

側で得たものは灰白色，アノレカリ性側では黄褐色を呈し が沈澱する.又，粗着色物質をセロファン膜に入れ流水

ていた.pHと沈澱物量の関係を第2図に示す.第2図 中で透析するとき約40メの色価に相当する部分が膜内に

の如く，沈澱物量は廃蜜本来の pH附近では最も少く， 残留する.粗着色物について溜紙クロマト (BuOH:

それよりも酸性但11もしくはアノレカ P性側に移行するにつ AcOH: H20= 4 : 1 : 1 )を行うとき}八種の色素に分
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別することができる.原点に留まる色素が特に多く，こ

のものは飽和硫安溶液により沈澱し，半透膜によって透

析されない.大判沼紙 (50x50cm)を多数用いて展開し

て切り取り法で八種の色素を分離した.各色素の性質は

第十表の如くである.各色素を濃塩酸又は稀硫酸にて加

水分解したものを波紙クロマトにて検討した結果を第三

図及び第四図に示す.各試料のクロマトグラムは極めて

類似している.ニンヒドリシ陽性のスポットは既知のア

ミノ酸の何れとも一致しないが，一方還元性物質もクロ

マトグラム上で検出されるからこれ等の色素が MAIL-

LARD反応の産物であることは充分考えられる.各色素

の加水分解生成物のクロマトグラムが類似していること

は，各色素ともその重合度を異にするだけで基本構造は

同一であるためでないかと考える.

色素の硝酸酸化生成物について得たクロマトグラムを

第五図に示す.DRAGENDORFF試薬或は PAULY試薬に陽

性のスポットの存在することは，著者の一人がグルヲー

スとアジモニアの反応で得た着色物質について得た結果

と類似性があり，今後の興味ある課題となろう心.

総 括

原料糖及び精製糖工場廃蜜について二三の検討を試み

次の結果を得た.

1) 原料糖及び廃糖蜜の分析結果は第一表，第二表及

び第三表の如くである，
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;2)‘廃糖蜜を浜口1γの方法で稀釈じて沈澱を得た.分

析結束は第四表に示される.洗糖蜜に炭酸法を施行する

工場の廃蜜からは最も少い沈澱が得られた.

13)"，' :鼠科糖及び詮間量中のーァ〉日-)レ不溶成分を調製

e分析した(第五表，第六表). アルコール不溶成分を
策七表に示す?方法でご六つのフフクVヨシに分別し，その

均ポ分解生成物を漉抵クロマトにて検討した・第九表の

如く，アルコール不溶成分中の多糖類を構成するもの

ほ，アラピノιス，ガラクトース，キジロース及び少量

のグノレコースであった.

・4) 廃蜜中のヨロイドは本来の pHに於て最も安定で

あった(第二図).

5)・‘廃蜜に塩基性酢酸絡溶液を加えるとJ廃蜜の有す

る色価の約80%に相当する部分が沈澱するこの沈澱を

脱鉛し，更にエーテルにて有機酸(アヨニット酸が主)

を除去したものを粗着色物とした.滋紙クロマトにより

粗着色物中に8種の色素の存在することを認めた.各色

素の性質は第十表に示される.各色素の加水分解生成物

は第三国，第四図に示す如く多〈のニシ丘ド 9:--陽性物

質と少数の還元f生物質か白なり，各色素ともMAILLARD反

応により生成したものと考えられる二加水分解生成物の

クロマトグラムが類似しているととから，色素の基本構

造は同一で重合度を異にするものと考えた.各色素の硝

酸酸化生成物中に DRAOENDORFF 試薬陽性の物質及び

PAUL~ 試薬陽性の物質を検出した.

〈農産製造学講座，昭 33.9.1受理)
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-‘ Summary 
~ .¥ :rhe a~t!tors. dealt with the natures of the raw 

sl;1g事rs (Taiwan， Cuban and Indonesian) and the 

refin巴rγfinalmolasseses. . The results were ~s 
follows: 

(1) . The cOII).position of the raw sugars and the 
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final molasseses were as Table 1 and 2. 

(2) By the dilution of the molasseses (Bx600) 

and after the sett1ing during 24.hrs.， 0.41%-3局%

of sediments were obtained. Th巴molasses(sample 

C) which was derived from the refinery applying 

the carbnatation process to affination syrup， 
showed very small amounts (cf. Table 3 & 4). 
(3) The s巴dimentswere obtained from the raw 

sugars and the final molasseses by the addition 

of ethyl alcohol. Their yields and compositions 

wer，巴 asTable 5 & 6. 

They w巴reseparated intci six. fractions according 

to the method 'of Table 7. Each fraction were 

hydrolyzed by mineral acid and then paper-chromato 

graphed. Arabinose， galactose，玄yloseand small 

amount of glucoぬ wered巴tected(cf.Tab. 9). 
間 Therelation b巴tweencol1oids in tqe molass-

eses and PH were as Fig. 2. Near the original pH 

of the molasseses，白colloids.were more stable. 

(5) By the addition of lead sub-acetate solution 

to the molasseses， the coloring matter p口ssesing
almosf 80% of the color value in the original 

molasseses were precipitated. 

The sediments were treated by H2S gas and the 

fi1trate were extracted continuously by ether to 

remove aconitic acid and so on. The resulted'dark 

syrup were chromatographed and eight coloring 

matter were isolated (げ:Tab. 10). 

The natures of. the coloring matters were as Table 

10. Each coloring matter showed very resembling 

chromatograms. (six to eight ninhydrine positive 

spots) (cf. Fig. 3 & 4) 
The coloring matters were oxidized by HN03 and 

from th巴resultantoxalic acid，DRAoENDoRFF'S reagent 

posiUve spot and PAULY'S reagent positive spot w巴re

chromatographically detected (cf. Fig. 5). 

(Laboratory of Agricultural Manufacturing) 




